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はじめに
　
明治十
（一八七七）
年に起こった西南戦争を、時事報道的に描
いた錦絵群は、一般に「西南戦争錦絵」と呼ばれている。幕末から活躍してきた浮世絵師が筆を執り、戯作者もその制作に携わったこの「西南戦争錦絵」は、事件の盛り上がりに便乗して出版され そ 際物的な性格から、従来あま 顧みられることはなかった。しかし、これが今、美術史のみならず文学史の空白域ともな ている。この空白域を埋めることにより、これもまた不明瞭 部分を多く残す 明治十年頃の出版界の様相が描けるようになると思 れるのだが、研究の俎上に載せようとしても、その数はあまりに多く、手をこまねいてきた。　
ただし、 「西南戦争錦絵」を特集した画集は、既に備わる。
中でも、 小西四郎編 『錦絵
 幕末明治の歴史８
　
西南戦争』
（講談社、
昭和五十二年）
や塩谷七重郎編『西南戦争と福島県人』
（歴史春秋社、
平成三年）
などが最もよく整理されているが、これら既存の画集
は、大判三枚続物をその中心に据えており、大判にせよ中判にせよ、 一枚物は付け足し程度の紹介に留まっている印象である。それは、一枚物が大判三枚続物に比べ、どうしても見劣りがするからであろう。その画面が小さいのは言うまでもなく、粗描な画も多いのが一枚物である。その代わり、戦況等を伝える文字情報を充実させているのだが、やはり画集という性質上、一枚物はその隅に追 やられ 結果となっている。　
だが、当時の人々は、 「西南戦争錦絵」を鑑賞用の美術品と
してではなく、第一義的には、戦況を伝えてくれるメディアとして享受していたことが、既 知られている。ならば、画の出来映えや迫力という点においてはやや見劣りがする一枚物であったと も、文字情報を充実させて西南戦争報道 一翼を確かに担っていたと考えるならば、三枚続物と同様に重要な資料群であるはずなのである。　
この一枚物が、 実に様々な姿を見せている。大判三枚続物は、
大画面に戦闘場面や陣中の様子を描き、その画 説明文を載せ
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たものが一般的だが、一枚物は、瓦版風の体裁に文字情報を充実させて戦況を報知した錦絵新聞、 「官」 「賊」双方の主立った者たちを取り上げてその略歴を記した肖像画、さらには風刺画などもあり、その全容は未だ知られていない。　
この多種多様な一枚物を概観するには、刊行順に一つ一つ拾
い上げていくのではなく、一つの外題
（題名）
の下に連作された
揃物ごとに、集めて覧てい ことが適当 と考えた。そこで、それらを「西南戦争揃物錦絵」と仮称し、これまで収集・整理してきたその成果を、今後継続的に報告し いきたい。　
しかし、 「西南戦争揃物錦絵」と仮に称するものの、 「揃物」
として完全なか ちで現存しているものは皆無と言ってよい。現代においても、何か一つのシリーズ物を完全にコレクションできる人は稀である。また、理由は定かではないが、途中で刊行を打ち切ったと思われるものがほ んどなのである。それでも、調査・収集で得られた資料を基に、ある程度まとまっ 数の揃物から、おおよその刊行順に、少しずつ紹介してゆこうと思い立った次第である。　　　
 「有のそのまま」について
　「有のそのまま」は、大阪で刊行された錦絵新聞の一つで、初号は西南戦争の開戦からおよそ一か月後の、明治十年三月の刊行である。大阪出来の錦絵新聞をまとめた、土屋礼子『大阪
の錦絵新聞』
（三元社、 平成七年）
は、 第一部第五章で十三番目に「有
のそ まま」を取り上げて、以下のような解説を行っている。
⑬『有のそのまま』 ：大判で囲み枠がなく瓦版的な体裁が特徴。西南戦争 報道のみを扱ったシリーズ。明治十年三月に発行され、全部で二十号ある。編集出版人は金井徳兵衛
（⑪『錦画百事新聞』の編集者と同じ人物だが、未詳）
。絵師について
は記名がない。
　
土屋氏が調査された早稲田大学図書館西垣文庫の他に、西大
寺文化資料館
（岡山県西大寺市）
もまた、この「有のそのまま」を
初号から二十号まで揃えているが、同氏のこの先駆的な著書の刊行から既に 年余りが経った現在 新資料も見つかり、若干の補筆が可能となった。　
本来は一枚物であるものを帖仕立てにした北九州市立大学所
蔵「有のそ まま」は、初号から二十三号までを揃えており、新たに二十一号、二十二号 三号の所在を確認することができた。ただし、二十号までは「鹿児島県
　
有のそのまま」で
あった外題が、 以降「夏陣
　
有のそのまま」に変わっ
てはいる。それでも、編輯出版人は同じく金井徳兵衛であること、届日もま までと同じく「明治十年三月五日御届」と刻まれていること、さら は二十 より以前の「夏陣
　
有のそ
のまま」も確認できないことなどから、これらは同一の揃物と
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見なせよう。　
また、二十一号のみにではあるが、画面右下に「貞信画」と
彫られた落款を確認でき、画工として浮世絵師の二代長谷川貞信
（以下、 貞信）
が、 その制作に関わっていたことも判明した。無論、
外題に若干の変更があったこの二十一号から、貞信が画工を務めるよう なった、とも考えられようが、その筆は初号から二十三号まで、変わってはいないようにも見える。　
この編輯出版人の金井徳兵衛と、浮世絵師二代長谷川貞信の
関係についても、 前掲の『大阪の錦絵新聞』 詳しい。同書は、「大阪では最も多く号を重ねた錦絵新聞で、一九〇号
（明治九年九
月二五日付）
まで出版され」たという「錦画百事新聞」について、
同紙初号より貞信が画工を務め、同紙二十号からは金井徳兵衛が編輯人となり、最終号までこの二人がその刊行に携わ ていた事実を教えてくれる。そしてその後、西南戦争勃発 報に接した両名は、 西南戦争報道に特化した錦絵新聞「有 そ まま」の刊行へ乗り出した、ということ なるのだろう。　「有のそのまま」本文には、 「
西さいなん
南
暴そうどう
動
の
始はじま
りより、をいを
い
各しよしよ
処
の
戦たたかひ
撃
を
有あり
の
其そのまま
侭
しらせます」
（十一号）
とあるが、西南
戦争を伝えた実録風読み物や錦絵 同様 画も本文も新聞記事を種にして記されている。新聞記事と、実録風読み物や錦絵との関連につい は、拙稿「西南戦争と 絵︱報道言説の展開と明治一〇年代の出版界︱」
（ 『日本近代文学』第
90号、平成二十六年五月）
で詳述しているが、例えば、 「有のそのまま」一号は、明治十
年三月二日付『東京日日新聞』や同日付『大阪日報』などの紙面で掲載された「行在所達第五号」
（明治十年二月二十五日、太政大臣
三条実美）
を基にして制作されている。また、新聞記事と同様に、
当時巷に流れていた風聞をも取り上げ、騎乗の戦士が周囲の敵を蹴散らし、
（四、 二十一号）
、長刀を手にした「女隊」が戦い
（七、
十五号）
、両軍の将が騎馬で刃を交える
（十二、 十八号）
ような、実際
とはかけ離れた画もまた描いている。無論、そうした荒唐無稽なものば りではなく、十四号ならびに十七号では、熊本城を中心として、 「熊本
国こくかい
界
、
里みちのり
程
并に官軍諸将方の
陣じ
営ん
、焼土の
場ばしよ
所
、
戦たたかひ
争
の
街ち□□
、
賊ぞく
軍
の
屯あつまり
集
処どこ
など」
（十四号）
を示した絵図も
描かれている。　
なお、 「鹿児島県
　
有のそのまま」としては最終号にあたる
二十号は、四月二十四日及び同月二十六日付『大阪日報』記事をその典拠としており、 「同五月出版」となっている。一方、 「夏陣
　
有のそのまま」と外題が変わった二十一号は、出版日が空
欄となっているものの、調べてみればそれは、明治十年七月日付『大阪日報』記事などがその典拠 なってお 、二 号と二十一号の間には、 か月ほ の休刊期間が判明する。新聞紙上では、 相も変わらず戦争報道が盛んであったにもか わらず、「有のそのまま」が刊行を一時中断したその理由は、一体何故であろうか。　
この点についても、土屋氏の『大阪の錦絵新聞』
（前掲）
に、
興味深い指摘がある
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不思議なことに、これらの錦絵新聞は、明治
八（ママ）
年三月か
ら五月にかけて集中的に出された後、 忽然と消滅している。戦闘自体は九月末に西郷らが自刃して終結するまで続き、その間も戦争報道に対する需要はあったはずで、商売としてうまくゆかなくなったとは想定しがたい。おそらく政府関係機関からの干渉があ のではないかと思われるがこれは推測の域にとどまる。
　
大阪で刊行された錦絵新聞に限って言えば、錦絵新聞「まこ
との
電しらせ
知
」
（大阪、鈴木利兵衛版）
は、確かに「四月出板」と記され
ており、以降は刊行が途絶えたようである。そして、 「有のそのまま」もまた、 五月に入って刊行を途切れさせていた。だが、西南戦争報道に特化した錦絵新聞が皆無となったわけではなく、 六月に刊行が始まっ とみえる錦絵新聞 「征討電聞」 （大阪、沢田由松版）などもある。そして、 資料「夏陣
　
有のそのま
ま」二十一号、 二十二号、 二十三号の発見により、 七月以降「有のそのまま」が復刊したこと わか 。土屋氏の推測のように、政府関係機関からの干渉があったとするならば、その干渉はわずか一、 二か月ほどで機能しなくなったのかもしれない。　
ちなみに、 西南戦争期における貞信と金井徳兵衛との共作は、
「有のそのまま」 だけに留まらず、 実録風の読み物 『鹿児島電信』にも及んでいる。これまでは国立国会図書館が所蔵する同書六号までしか確認ができなかったが、北九州市立大学で七号を購
入することができ、少なくとも七号まで刊行されていたことがわかった。ただし、七号でも未完である。八号以降も刊行されたのかどうかはわからない。参考までに、 以下に『鹿児島電信』の書誌をまとめる
鹿児島電信。 木版。 中本。 七号七冊存。 四つ目綴じ。 摺付表紙。各号本文十丁。一冊四銭五厘。 「明治十年四月十七日御届／同四月出版」
（初～七号）
。編集出版人金井徳兵衛
（阪府第三大
区六小区新町南通一丁目十一番地）
。摺付表紙には二代長谷川貞信
の落款を確認でき、各号異なる彩色木版の見返し画と、各号五図の挿絵を備える。西南戦争に取材した読本体裁の実録的読み物。七号は、三月下旬の植木・木留方面 戦いから、七月下旬の都城陥落までを描く。
　
最後に、西南戦争期の貞信は驚くほどの作画依頼を引き受け
ており、決して金井徳兵衛とのみ仕事をしていたわけではないことを付言しておく。例えば、揃物錦絵では、 『 （鹿児島県）人名録
』 （大阪、前田喜次郎版）
、 『方今有名録』
（大阪、前田喜次郎版）
、 『 （鹿
児島県）英勇伝』
（大阪、 田中安治郎版）
、 『 （明治十年）鹿児嶋西郷記』
（大阪、矢氏版）
などがあり、大阪の絵草紙屋からの注文を広く受
け付けていた。また、前掲『鹿児島電信』と同様 実録的読み物としては、大阪の八尾徳蔵が編集出版人を務めた『薩徒一乱聞事録』にも挿絵を描いており、さらに、金井徳兵衛とは手が
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けることのなかった大判三枚続の「西南戦争錦絵」が優に十点以上は確認できる。　
貞信は、雷斎年基や玉亭芳峰と共に、西南戦争期の大阪の人
気絵師として数えられるが、これについては、稿を改めて述べたい。
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「有のそのまま」　
大判一枚物。金井徳兵衛編輯兼出版
（ 「阪府第三大区六小区新町南通
一丁目十一番地」 （初号） ）
。画工不詳
（ただし、二十一号にのみ二代長谷川貞信の
落款を確認）
。初～二十三号存。外題は、初～十二、 十四～二十号
まで「鹿児島県
　
有のそのまま」 、十三号は「有のそのまま」 、
二十一～二十三号まで「夏陣
　
有のそのまま」 。御届日は、二
号にのみ「明治 年三月六日御届」とあるが、その他二十一号まで「明治 年三月五日御届」
（ただし、十六、 十八、 二十二、 二十三号には
記載なし）
。初～八号まで「同三月出版」 、九～十九号まで「同四
月出版」
（ただし、十六及び十八号には記載なし）
、二十号「同五月出版」 、
二十一～二十三号は出版月の記載なし。定価一銭二厘
（七、 八号に
記載）
。
凡例一、
 底本には、北九州市立大学所蔵の「有のそのまま」を採用した。
一、
 翻刻にあたっては、読み易さを第一義とし、私に句読点、濁点を施した。 会話や心中表現部分には、 「
　
」 を付した箇所もある。 また、
踊り字（ゝ、ヽ、〳〵など）は開いた。
一、
 漢字の字体は常用漢字を原則としたが、一部底本に従って、正字及び旧 体を使用した部分もある。
一、
 傍訓は残した。傍訓と送り仮名の一部が重複している箇 は、そのまま翻字した。
一、
 敬意を表す闕 は反映していない。
一、
 明らかな誤字は訂して、欄外にその旨を注記し 。脱字は（
　
）
を付けて補った。
一、
 判読不能の文字は、該当する文字数分を□で補った。
一、※を付けて注を施した。
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鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
初号
そもそも
今こんど
般
鹿児島県下
暴そう
挙どう
の
発をこ
りは、
本ことし
年
一月三十一日夜を
初はじ
め、
県
くに
下
の
弾たま
薬くすり
庫くら
へ、
逆ぎやくと
徒
多たにん
人
数
不
ふゐ
意
に
押をし
入り、
小こづつ
銃
、弾薬あま
た
奪（う） ばいとり
取
、二月二日、三日の夜には、又も
同どうしよ
処
へ
乱みだ
れ入り、
堅
つ
護
め
の
官やくにん
史
を
騒さは
がし、倉庫に
残のこ
れる
物
しな
品
をことごとく
掠かす
め
取
と
り、
標かけふだ
札
を
掲
か
け改め、
不つづいて
日
郵ゆうびん
便
太平丸が鹿児嶋
港みなと
へ
帰かへり
航
、
碇とまり
泊
を見懸
け、
乗のりくみ
組
の官員を引とどめ、兵器をふるふて
各ところどころ
所
を
徘あちこち
徊
するは、
容
ただ
易
ならぬ
形ありさま
状
のため、
高たかを
雄
丸にて、河村海軍大輔、林内務少補
の
両ふたり
公
を
現ことごと
状
取とりただし
糺
として、鹿児島へむかはれしに、
県
けん
官
への
使つか
ひ、
属くわん
官
二ふたり
員
を
拘ひきとめ
留
し、
鉄てつほう
炮
をそなへに舩を
操くりいだ
出
して、
該もとふね
舩
に迫り、
筒つつさき
先
を
開ひら
くべきふるまひに、
該もとふね
舟
は
纜ともづな
を
解
と
き、
近ちかく
傍
の
海うみべ
岸
へ
碇いかり
を
投をろ
し、 大山
県けんれい
令
へ
事ことがら
情
を
糺ただ
すに、
逆わるもの
徒
は
倉くらのもの
庫弾薬
を
暴さはがし
挙
してより、
急きう
を
駆はし
り、
当とうじ
時
帰かへり
県
の
警けいさつ
察
官
やく
史
あまたを
縛しば
り、
忘なきこと
説
を
錺かざ
り、
人ひとごころ
心
を
動うご
かし、
兇わるもの
徒
を
聚あつめ
る
形しはざ
跡
を見
認
と
め、
両おふたり
公
帰かへり
京
、
上もふしあげ
奏
とな た
る
折をりから
柄
、去る十八日には、西郷隆盛、桐野利秋、篠原国幹
等
ら
、政
府へ
尋じんもん
問
を
名
な
とし、
凶はるもの
徒
を
引ひきつれ
率
し、
兵へいき
器
を
携たづさ
へ、 熊本
県けんか
下
に
乱らんぼう
暴
し、
国を
蔑あなど
り、治世を妨げる
挙さはぎ
動
より、すでに
征せいとう
討
の御
趣
こと
意
に
陥をちい
り
たるこそ
顕そのはづ
然
たり。
　　
附て曰
　
各ところどころ
所
の
開たたかい
戦
は、
続つづ
いて
図づぐは
画
を
報ほう
ず。
明治十年三月五日御届／同三月出版
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「逆徒」 「官軍」 。※「事情」の傍訓 ことづら」を訂す。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 7 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
二号
偖さて
、
西さいなん
南
暴さわぎ
徒
の
勢せいぞろへ
揃
の
場
ば
所は、鹿児島
城じよう
正門の
外そと
、大
下
げば
場
跡あと
に、
凡二十歩
四しめん
面
に
柵さく
を
結
ゆ
ひ、
広ひろびろ
々
たる
原のばら
野
に雪
降ふり
、風はげしく、
肌はだ
へを
削けづ
る午前六時、
私しがつこう
学校
の
壮わかもの
年輩
等
ら
、
着
き
流なが
しの
股ももひき
引
懸
が
け、みな
みな
刀かたな
を横たへ、
前ぜんご
後
の
列れつ
の
擾あらそひ
雑
より、
同
どし
士
討うち
の
血
ち
を
争あらそ
ひ、
凡およそ
其勢八千人、やが
隊たい
伍を
備そな
へ、
鉄てつぽう
炮
、
火ひなは
縄
を
粧よそを
ふて、西郷の
勢せい
、篠原勢は
先さきだつ
立
て、鹿子嶋県を
跡あと
に見て、肥後水俣にて
会くはい
陣じん
す。
○二月廿四日夜、三好、野津の両将、近衛鎮台一大隊づつ
率ひき
ひて、
南の関に
陣じん
す。○廿五日、
兵へい
を
分わか
つて、 高瀬、 山鹿の
戦せんそう
争
。○廿六日、
山鹿より
進すすみ
撃
、前田、達磨
返かへ
し坂の
戦たたか
ひ。
暴ぼうと
徒
、
閑かんどう
道
より
出おしいだ
発
し
て、
官くはんぐん
軍
大
苦くせん
戦
。○廿七日、
激たたかひ
戦
。
暴
ぞく
徒
散さん
々
追をいうた
討
れ、
破やぶ
れたり。
該そのひ
日
、官軍大
勝
かち
利
の
電でんしん
報
達たつ
し。○廿八日、
暴ぼうと
徒
、此日の
敗
まけ
北
を
雪すすが
んと、南の関より
戦いくさ
場
を
開ひら
きたれども、
利
り
なくして
破やぶ
れ、また、
暴ぼうと
徒
軍ぐんちう
中
には、
作こしらへ
銘
の
籏はた
を
押をしたて
立
しは、
下ばつから
等輩
が手から
出いづ
るものと
いふ。○三月一日には
休きうせん
戦
なり。○
跡あと
は
次つづいて
号
に
追おいおい
々
報しら
す。
明治十年三月六日御届／同三月出版
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「西郷隆盛」 「桐野利秋」 「篠原国幹」 「官軍」 。※下等（ばつか）＝手下という意の「幕下（ばくか） 」の音変化。
生　住　昌　大
－ 8 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
三号
熊本城外
地じらいくは
雷火
サアサア、
鹿かごしま
児嶋
の
暴そうどう
挙
は、
追をゐ
々よい
噂うはさ
を
聞きき
ます。二月二十二
日、二十三日
両ふつか
日
の
戦たたかひ
争
は、
官くはんぐん
軍
、
破はちく
竹
の
勢いきほ
ひにて、
賊ぞくせい
勢
を
味みかた
方
ちかく
充じう
ぶんに
引ひきい
入
れ引入れ、
其
こ
斯
こそ
得
ゑ
たりといふや
否いな
、
俄にはか
に
地じらいくは
雷火
発はつ
したれば、
賊
ぞく
勢
はあまた
空そら
へ
打うち
揚
あ
げられ、
地
ち
に
斃たを
れ、
死しにん
傷
すくなからず。
此この
急きうへん
策
に、賊は
城しろ
に
近ちか
づくことあたはず。官
軍、
勝
かち
利
数たびたび
度
。
籠ろうじよう
城
の
手てあて
当
も
充じうぶん
分
にて、廿七日の
戦いくさば
場
には、
賊ぞくしよう
将
村田新八は
深ふかで
傷
を
負
を
ひ、
双そうはう
方
しばしば休戦。
不やがて
日
、官軍
大たいきよ
挙
に
して
進すす
まん
景ありさま
況
。また、賊方には
民
まち
間
の
焔えんせう
硝
を
捜さが
すに、
最
も
はや其
人にんそくちん
足賃
を払ふ事を
得
え
ざるほど、
兵へいき
気
おとろへる
体ていさい
裁
なれば、此た
よりをきき、皆さんかならず
世せけん
間
の
浮なきこと
説
を
信まこと
とせず、安心なされ
と、
吉きつほう
報
を
示しめ
す。後はをいをい、次号に。
明治十年三月五日御届／同三月出版
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
「
賊将村田新八」 。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 9 －
鹿児嶋県
 有あり
のそのまま
　
四号
はら切坂、官軍大勝利つづいて、御安心のため、鹿児島
一いつけん
件
をおしらせ申ますは、三月
三日午前六時より、熊本
県けんか
下
の山鹿、高瀬、二タ所の大
戦たたかい
は、
昼が夜るやら、夜るがひるやら、わかちなく、高瀬口より
打うちい
出
だされたる
官くはんぐん
軍
は、木の葉口の
賊ぞく
をちりぢりに
破やぶ
り、
屯たむろ
所
を
焼
や
き、
台だい
場
ば
をうばひ、
明あく
る四日と
攻せめ
わたり、
腹はらきり
切
坂と
呼
よ
び名せる田
原坂へと
揉もみ
だし揉だし、
砲だいば
台
三ヶ所をせめとり、木の
根
ね
、
岩いは
かど、
篠しのやぶ
藪
垣がき
、
難なんじよ
所
をふみこへ、
別べつぐん
軍
をついで吉次坂まで
進すす
んだり〔熊
本より三里〕 。官軍、
勇ゆうき
気
はじめに
増
ま
して、植木口の
一いつぽう
方
も
乗のつ
と
る
猛いきほひ
勢
。山鹿は、はやく炮だいを
築
つ
き、
海うみべ
岸
河内口の
進うちあい
撃
まで、
官軍たびたび
勝しようり
利
あり。そもそも、
動そうどう
挙
の
初はじ
めより、野津、三好
の
両をふたり
将
は、
敵てき
の
陣じんまへ
前
に
立たちむ
向
かはれ、
所しよしよ
々
の
急きうせん
戦
、大かたならず。
千せんぺんばんくは
変万化
の
軍ぐんばい
配
は、いさましきことどもにて、
已すで
に
賊ぞく
将村田を
銃たまきづ
傷
に
悩なや
ませ、しばしば
難なんせん
戦
。ひるまざるは、
一いつきとうせん
騎当千
の
壮そうゆう
勇
と
も
謂いい
つべし。をいをい
吉よいたより
報
を
次
つぎ
号
に御しらせいたしますから、御
あんしん （の） こと。
明治十年三月五日御届／同三月出版
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
「大阪鎮台長
　
陸軍少将三好君」 。
※はら切坂＝明治十年三月十四日付『仮名読新聞』記事には、 「
熊くまもと
本
の
田たはらざか
原坂
の
地ちけい
形
は
余あま
り
高たか
くも
有あら
ねど
或ある
ひは
上のぼ
り
或ある
ひは
下くだ
る
九つづらをり
折
にて
守まも
るに
利
り
にして
攻
せ
むるに
不ふべん
便
なれば
旧もと
熊くまもとはん
本藩
の
士しぞく
族
味
み
は
此このさか
坂
を
名
な
づ
けて
腹はらきりざか
切坂
と
云いふ
其そのゐ
意
は
敵てきがた
方
の
士しそつ
卒
熊くまもと
本
の
城ぜうちう
中
に
入
い
らんとして
此このところ
所
を
越こへ
られなば
方かた
にて
此このところ
所
を
守まも
る
将せうへい
兵
の
落をちど
度
なれば
速すみやか
に
屠とふく
腹
して
其そのつみ
罪
を
謝しや
するの
例れい
なりと
故ゆゑ
に
此このな
名
ありと」とある。
生　住　昌　大
－ 10 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
五号
偖さて
、
西せいなん
南
戦いくさば
地
、官軍より
焼やき
はらひたる
平
まち
街
の
煙けぶり
いまだ
尽
つ
きざる
に、
夜
よ
もほのぼの
明
あ
けなんころ、
霧きり
にまぎれ、
賊ぞくへい
兵
は熊本
城しろ
の
壕ほり
ばたまでひたと
押をし
よせたるに、官軍ははじめて
賊
ぞく
軍
が
野のやま
山
にみち
みちたるを
知
し
り、かねて
伏
ふ
せもふけたる
地じらいくは
雷火
の
地ところ
面
を
賊ぞく
ふまず。
西郷の
宿しゆくじん
陣
前まえ
には、小高き
土
どて
手
を
築
つ
き、青竹をやらひ、
檜ひのき
木
の
板いた
に
自じぶん
銘
の
建たてふだ
札
なせるよし。其
本ほんまる
営
は
川かはしり
尻
にありて、
熊くまもと
本城
を
去
さ
る
こと一里。
西さいごう
郷
は
陣じんちう
中
にて
温
ゆ
泉に
浸いり
し、
囲
いご
碁
に
日
ひ
を
暮くら
し、
俳はいじん
人
、
茶ちやぼう
坊
をよせて
悠ゆうゆう
々
閑かんくはん
寛
たるありさまなり、と
風うはさ
説
もありますが、
どふであろう。
跡あと
はをゐをゐ、
次
つぎ
号
に
報しら
せます。
明治十年三月五日御届／同三月出版
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「西郷ノ臣」 「西郷隆盛」 。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 11 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
六号
つづいて、
西かごしま
南
暴そうどう
動
、熊本
県
けん
下
の
続つづく
戦たたかひ
のはなしは、
官くはんぐん
軍
は
田たはら
原
坂の
囲かこ
みを三ヶ所まで
乗のりと
取
り、
残のこ
る
一いつぽう
堡
を
目
め
がけ、
陸りくぐん
軍
士しくはん
官
何なにがし
某
と
名なのつ
乗
て
撃うつ
て入り、
縦ぢうをう
横
無むじん
尽
に
勇ゆう
を
震ふる
へど、いかな
当あた
るにかた 、
続つづ
く
手てぜい
勢
と七人とも
枕まくら
をならべ
討うちじに
死
せしは、
目めざま
覚
しかりし
次しだい
第
なり〔名、
不わからず
詳
〕 。また、熊本の
籠ろうじよう
城
は
堅じようぶ
箇
いふまでもなけれど、
外そと
廓くるは
竹の丸
石いしがき
垣
より、
賊ぞくへい
兵
をし入りたるにや。一と
夜
よ
、
城じようない
内
の
戦たたかふ
争
物ものをと
音
、
諠かまび
しくありしが、
其その
薩さつへい
兵
、
幾いくたり
銘
か
帰かへ
り
来きた
らず。
鏖
みなごろし
に
なりしやらん、 と
云
い
いあへり。
爰ここ
に薩兵より一
騎
き
当とうせん
千
と
勇ゆう
を
振ふる
つて、
前原一格と
名
なの
乗
つて
突つい
て
出いで
たるは、 「
遠とを
きものは
音おと
にも
聞
き
け。
予われ
は
前原
一かづのぶ
誠
の
弟をとと
なるが、さきに
天てんもう
網
を
逃のが
れ、今
一いつたい
隊
をそなへ、
花はなばな
々
しく
兄あに
の
弔ともら
ひ
軍いくさ
せん」と
其そのな
銘
を
籏はた
にしるし、十一分に
駆
か
け
廻まは
り、
薄うすで
手
を
屈くつ
せぬ
若わかむしや
武者
を、 「あれ
討うち
取
と
れ」と、官軍は口々に
呼よば
わり、
専もつぱ
ら
撃うちあ
合
ふありさまなりとぞ。
跡あと
はをいをい、
次
つぎ
号
に。
明治十年三月五日御届／同三月出版
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「西郷隆盛」 「篠 国幹」 「前原一格」 「官軍」 。※竹の丸＝明治十年三月十五日付『大阪日報』記事には、 「此竹の丸
は
石いしがき
垣
の
丈たけやうや
漸
く一丈二三尺に過ぎず最も
登のぼ
るに便となる所にして
慶長の
昔むかし
清正公の該城を
築きづ
くや竹の丸は
敵てき
を入らしむ地となさん
而して
鏖
みなごろし
にすべしと」とある。
※「天網」の傍訓「てんかう」を訂す。
生　住　昌　大
－ 12 －
鹿児嶋県
　
有あり
のそのまま
　
七号
扨さて
も、
西さいなん
南
戦いくさ
争
については、
親おや
を
見
み
すて
妻さいし
子
を
跡あと
にして、
勇
ゆ
々
し
く
進しゆつたつ
発
をなすといふも、
忠ちうゆう
勇
義ぎしん
心
一ひとすじ
図
に
起をこ
るが
中なか
にも、熊本
県
けん
下
士しくはん
官
何なにがし
某
は、官軍の
隊くみ
に
加くは
はり、目
覚ざま
しき
討うちじに
死
を
遂
と
げたるが、
其その
妻
つま
女
はかくと
聞きく
より、 「はれも
年としつき
月
国こくをん
恩
を
頂いただ
き、むなしく
自じめつ
滅
せ
んよりは、いでや
夫をつと
の
無むねん
念
を
雪そそが
ん」と、女ながらもかひがひし
く
姿すがた
をよそおひ、
長なぎなた
刀
、小わきにかひ
込
こ
んで、 「おのれ
賊ぞくへい
兵
、の
がすまじ。いざ
出しゆつじん
陣
」 といふ
折おり
しも、 ここに
年とし
比ごろ
召めし
遣つか
はるる
婢をんな
は、
袖そで
にすがり、 「まづ
待まち
給へ。わなみも主人の
忠ちうし
死
を見捨るによしな
し。
死
しで
出
の御
供とも
仕つかまつ
らん」と、見
返かへ
りもせぬ
妻
つま
女
に付そひ、
戦せんじよう
場
さして
出いで
ゆく。
向むか
ふに、人やあるは、まさしく
賊ぞくと
党
の
連
つれ
類
なれば、
手
て
早ばや
く
剣つるぎ
をふり廻し、
切きり
込
こ
み、
突つき
入り、
首くび
をはね、 「よい
血かどいで
祭
り」
と
笑ゑみ
みをふくみ、
戦いくさば
地
ふかくこみ入りこみ入り、
方ちかごろ
今
稀まれ
成る
貞ていそう
操
烈れつじよ
女
、今
巴ともへ
ともいふべきか。をしむらくは、
其その
薫くんめい
名
をたしかにき
かず。おいおい
確たより
報
もありませうから、次号にくわしくをしらせ
申ます。
明治十年三月五日御届同三月出版／定価一銭二リン
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
※巴＝巴御前。平安時代末期の女性。 『平家物語』等で、一騎当千の
女武者として描かれた。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 13 －
鹿児嶌県
　
有あり
のそのまま
　
八号
続つづい
て、
西さいなん
南
大おほいくさ
戦
に官軍
巡じゆんさ
査
、
田たはら
原
坂なる
賊ぞく
の
囲かこみ
をはじめ、所々
をこぼち、
賊
てき
方
には
必ひつし
死
数
あ
多また
ありしが、
其その
傍あたり
小平山へ
忽こつ
然ぜん
と
賊
ぞく
勢
あらはれたるより、官軍方には
刀かたな
をひらめかし、
敵てき
の
前ぜんご
後
をは
さんで、
終つい
にここを
追をひ
退しり
ぞけ、つづいて
賊ぞく
方かた
は、熊本城にむか
ひ、
薩さつま
地
より
取とり
寄
よ
せたる
臼ををづつ
砲
を
試こころ
みんと
打うち
かけしに、
弾
たま
勢
をよば
ず、
城
しろ
中
より
撃うち
いだす
大おおづつ
砲
に、
賊ぞく
大いに
損そん
じたり。
賊ぞくぐん
軍
の
勇ゆうき
気
し
だいにひるみ、
死しにん
傷
も
多をを
きより、
今いま
は西郷も八百人の
兵へい
を
率
ひ
ひて、
本
じん
陣
を
祗ぎをん
園
山にうつし、いよいよ
戦たたか
ひいづる
見みこみ
込
なりといふ。篠
原は
吉きちじ
次
坂の戦いに
死
し
せしときく。村田新八は
深ふかで
手
を
負
を
ひ、弟三
之介は
戦うちじに
没
せり。吉次、田原
越こへ
にては、
賊ぞく
兵へい
、
刀かたな
を
抜
ぬ
き、
突つきい
入
れ
ども、
利
り
なくして、鍋田村を
焼
や
き、
海かいぐん
軍
のために、白浜河内口の
賊
ぞく
勢
は、
砲てつぽう
にて
撃うた
れたり。
西さいごう
郷
隆盛の
末をとをと
弟
小平は
討うちじに
死
し、ここ
に官軍に名をゑし吉松少佐君は、
勇ゆう
を
敵てきちう
中
にふるひ、半丁ばかり
賊
ぞく
勢
を
退しり
ぞけ、をしむらくは
花はなばなしく
々敷
討うちじに
死
せられ、田原 吉次の
戦たたかひ
に、
大ををづつ
砲
小こづつ
銃
を官軍
分ぶんどり
捕
あり。
跡あと
はをいをい、
次
つぎ
号
に。
明治十年三月五日御届／同三月出版／定価一銭二リン
編輯出版人
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「桐野利秋」 「村田新八」 「西郷隆盛」 「篠原国幹」 「吉松少佐君」 「三好少将君」 「西郷小平」 「野津少将君」 。※三之介＝正しくは、 村田三介。 高城七次の弟。 第十七聯隊旗を奪ふも、
三月十一日に鍋田にて戦死。
生　住　昌　大
－ 14 －
鹿児嶌県
　
有あり
のそのまま
　
九号
前
さき
号
につづく
西さい
南なん
の
戦いく
撃
さ
は、田原坂、植木口の
賊ぞく
を
生いけ
捕
ど
り、
大ををづつ
砲
小
銃づつ
を官軍へ
分ぶんどり
捕
ありて、
海うみべ
路
より
賊
ぞく
勢
の
背うしろ
を
攻
せ
めたるに、賊は
散さんらん
乱
し、また
八やつしろ
代
の
士しぞく
族
は、官軍のため
勇ゆう
をふるひ、
馳かけ
まはる
勢いきほ
ひに、賊兵は隈府へ
引ひきあげ
揚
けるよし。熊本への
道みち
は
段だんだん
々
開
ひ
らけ、を
いをい田原坂本道、閑道より
進うちでる
撃
官軍の勝利、
数あまた
多
塁かこみ
を
抜
ぬ
き
取
と
り、
平山口の
奮たたかひ
戦
には、賊の
正しやうめん
面
より
攻せめ
立しに、賊
隊せい
みだれ、
鉾ほこさき
先
退しりぞ
き、
敗はいそう
走
の
色いろ
を見せたり。すでに
先
さき
号
にも
記
しる
載
せし
西さいごう
郷
は、
川かはじり
尻
の
本ほん
陣じん
を北岡
郷ごう
にうつしたる
折おり
しも、
右うよく
翼
と
頼たの
みたる篠原を初
め、西郷小 は
戦せんし
死
を
告つげ
たり。別府新助は
深ふかで
手
を
負
を
ひたり。賊兵
は
必ひつし
死
を
極きは
め、
火ゑんしやうづつ
薬筒
を
背
せを
負
ひ、
隙ひま
をねらひ、
是これ
に火を
放はな
せば、
自じぶん
分
は
微みじん
塵
に
砕くだ
け、其一人のため、
相あいて
手
は十七、 八名もたをるると
いふ
策
はかりごと
は、
風
せつ
説
すれども、
全まつた
く空論なるべし。
跡あと
はをいをい、
次
つぎ
号
に。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「西郷隆盛」 「西郷小平」 「篠原国幹」 「別府新助」 。画面左に「官軍の発砲／賊勢をなやます とある。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 15 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
十号
続つづ
いて、
西さいなん
南
の
大
いくさ
戦争
は、
日
ひ
々
其その
鎮をさまり
静
を
祈いの
るといへども、いまだ
防ぼうせん
戦
の
煙けぶり
横よこ
ぎり、
兇けううん
雲
裂
さ
けやらず。一人西郷隆盛、
血けつろ
路
を
開ひら
かん
と
欲ほつ
すれども、
志
こころざし
遂とげ
る
能あた
はず。
去さるほど
程
に、
方このごろ
今
賊ぞくせい
勢
の
一いつほう
方
ひらき、
春しゆんしよく
色
稍やや
うつろひ、
満まんかい
開
の花にひとしく、
美
び
々
堂どう
々と五百有余人、
声こへ
を
揃そろ
へて
操くりこ
込
む一
隊たい
あり。其
粧いでたち
装
は、
白しら
木
ゆう
綿
の
鉢はちまき
巻
後うしろ
に
垂
た
れ、
緋
ひ
の
玉たま
襷たすき
まばゆく、
丈
た
け
髪かみ
を
振ふりみだ
乱
し、
甲
かひ
斐
甲斐しく
長なぎなた
刀
を
横よこ
たへ
たるは、
正まさ
しく
一ひとむれ
群
の
女によ
隊たい
なるが、
何いづ
れの
嚊かか
やら、
箱はこい
入
りやら、
お三どんやら、
等とうきう
級
いづれもさだかならず。
畢ひつきよう
竟
同どうけん
権
の
流ことば
言
があ
ればとて、
浮あぶな
雲
い
開かいせん
戦
をやられ升す。官軍方の
勝せううり
利
にをいて 、
度
ど
を
算かぞ
ふるに
指ゆび
を
忘わす
る。賊方には、
軍ぐんりやく
略
心しんたん
胆
を
砕くだ
くが中に、西郷
は
忽こつぜん
然
と
彼かなた
方
に
出いで
、
此こなた
方
に
指
しき
揮
し、
前まへ
にあり、
後うしろ
に
現あらは
れ、四、 五
名
影かげむしや
武者
ありといふは、
信しん
を
得
へ
がたき
風うはさ
説
ならんが、賊隊
个かほど
程
策さく
を
労ろう
ずといふも、
有なある
名
の
賊たいしやう
将
、
次しだい
第
に
戦せんし
没
し、やや
進しんげき
撃
も
衰おとろ
へ
たるか。
荘そうげん
厳
たる
霜そうちう
柱
、
旦あした
の
陽
ひ
に
滅めつ
すにひとしく、
楚そぜい
勢
の
強ごうゆう
勇
な
るも、
晩ばんしう
秋
の
落らくやう
葉
につれ、
古こけう
郷
の
空そら
に
想をもひ
を
焦こが
す
敗はいそつ
卒
の
深おもひ
情
もかく
やらん、と
遠とほ
く
量はか
るのみ。
跡あと
はをいをい、
次
つぎ
号
に
確
しら
報
す。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
※お三どん＝台所で働く下女の通称。
生　住　昌　大
－ 16 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
十一号
西さいなん
南
暴そうどう
動
の
始はじま
りより、をいをい
各しよしよ
処
の
戦たたかひ
撃
を
有あり
の
其そのまま
侭
しらせます
が、
扨さて
、
賊ぞくかた
方
が此のさはぎ
発をこ
す。いふにつけ
情なさけ
ない
譚はなし
が有ま
すが、其
訳わけ
といふは、いまだ
戦いくさ
のはじまらない其
頃（こ） ろ
、鹿児嶋へ
帰かへり
県
したる
警けいぶ
部
方、
巡じゆんさ
査
方、中原尚雄君を
初はじ
め、其外四拾四人の
面めんめん
々
たちを、
忽たちま
ち
暴ぼうと
徒
多たぜい
勢
で
擒とりこ
としていふやうは、 「
其そのほう
方
達たち
は、
探たんさく
索
の
事
こと
情
有て
帰きこく
国
なしたるや。イザ、
真まつすぐ
直
に
白はくじやう
状
シロ」と
思おも
ひ
懸がけ
なき
糺きうもん
問
に、
否いな
といふ
間
ま
もあら （ず） 、
無むざん
暫
にも
荒あらなは
縄
で
縛しば
り上げ、
鉄てつぼう
杖
をもて
打うち
、糞
ふんじゆ
汁
を
濯そそ
ぎ、息
いき
が
絶
た
ゆれば
呼
よ
び
戻もど
し、九
きうし
死
一いつしやう
生
、
七しちてん
転
八ばつとう
倒
。 「サア
探たんさく
索
の
為ため
の
帰かへり
県
で有ふ」と
多たぜい
勢
が
押をし
ふせ、無勢に
むかひ、 「
相そうい
違
有まい。此書、西へ」と
無
むり
理
無むたひ
体
拇つめいん
印
させ、
惨さんこう
皓
非ひどう
道
。
最
も
う此上は
首くびきり
斬
か身を
絞しぼ
るか、其面々は
血
ち
の
泪なみだ
、
牢ろうや
屋
につ
ながれ、
噂うわさ
を
聞
き
けば、
前そのしよ
書
を名として、西郷、篠原、桐野、村田
は、
国こくせい
政
を
一いつぺん
変
し、
都みやこ
へ
勢せい
を
操くりだ
出
すと
謀はか
るを
聞
き
くに、
悔くや
しきふる
まひなるより、 「
空むな
しく此まま
面めんめん
々
が
死
し
にいたらば、此
事こと
誰たれ
有て
急きうそう
奏
すべきや」と四十四人が
拳こぶし
をにぎりしに、
牢ろう
屋をさつと
開ひら
か
せて、イザと
引ひきだ
出
すに、 「
扨さて
こそ
首くび
か
磔はりつけ
であろふ」とあたりを見
れば、こはいかに、西郷勢は
操くりいだ
出
し、
夫それ
に引かへ
官くはんぺい
兵
、巡査方、
居
い
ならびて、
演もうしのべ
舌
には「鹿児嶋県へ
勅ちよくし
使
あつて、其
手てくばり
配
はととの
ひたり」と
聞
き
くに、面々
夢ゆめ
の
如ごと
く
九きうし
死
のがれ、
一いつせう
生
を
得
え
て、
海うみべ
岸
蒸じようき
舩
に
乗のりうつ
移
され、 四十四人と
真しんしゆ
宗
僧そう
侶八人とも、 此程東京へ
上ちやく
着
し、
青あを
い
空そら
を
詠なが（め） られたるは、 マア、 けしからぬ事。次号はをいをい。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「少警部中原尚雄君」 「中警部園田長照君」 真宗僧侶」「
権中警部
野間兼一君」 「
二等巡査
西彦四郎君」 。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 17 －
鹿児嶌県
　
有あり
のそのまま
　
十二号
西さいなん
南
吉次越への官軍は、木留町に
戦たたか
ひ、
賊ぞく
が
守まも
る処の
砲だいば
台
あま
たを
乗のりとり
取
り、是より
続つづ
いて、
攻たたかひ
戦
昼ちうや
夜
引ひきき
切
らず。官軍には熊本へ
達つう
せんとの
見
みこ
込
みにて、
其その
鉾ほこさき
先
きのはげしきは、
電でんこう
光
の
絶ぜつぺき
壁
にと
応をう
ずる如く、
激げきせん
戦
勝しやう
敗はい
を
決けつ
せず。
去さるほど
程
に、
征せいとう
討
総そうとく
督
有栖川宮に
は、二大
隊たい
の
兵へい
を
随したが
ひ、南の関へと
繰くりいだ
出
され、それより高瀬へ
営じんや
を
進すす
められ給ふ。八代の官軍は、
小
こ
蒸じやうき
気
舩にて
本じんや
営
往ゆきき
復
を
遂
な
す。
此こんど
度
の
戦いくさ
争
は
去さんころ
日
より田原坂
越
こ
への
大いくさ
戦
が
実じつ
に
前ぜんご
後
稀まれ
なる
大たいきよ
挙
に
して、官軍
苦くせん
戦
の中にも、陸軍少将大山巌君は、
僅わづ
か十有余人の
兵を
御さしづ
して、
一ひときは
際
の
突はたらき
戦
なりしといふ。田原の
険かため
塁
を
案あんがい
外
早はや
く
略のつとり
取
せられ は、
将くはんぐん
士
方の
奇きこう
功
を
奏そう
ずによれりと云々。桐野利秋
は、
大ををたけ
竹
を
振
ふ
り
猛もうせん
戦
し、此竹
破はれさけ
裂
なす頃は、大坂辺へ
其その
身
み
達たつ
すと
の
広くはうげん
言
なすとは
受うけ
がたし。
　　　　
○
聖上には、三月三十一日、大坂
鎮ちんだい
台
に
入をいり
御
遊され、
本そのひ
日
八代へ
出くりだし
兵
、
軍てようれん
列
叡えいらん
覧
あり。
続つづ
いて、
戦せんち
地
にて
疵
き
傷
づ
人を御
慰たづね
労
とし、
葡ぶどう
萄
酒しゆ
を下され、
将しやうし
士
を御
愛あいぶ
撫
の
有ありがた
難
きは、
実じつ
に
感かんるい
涙
服ふく
を
浸ひた
す。
其日、
直ただち
に西京へ
還くはんぎよ
御
あり。跡はをいをい、次号に。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「桐野利秋」 「東京巡査抜刀隊」 「
陸軍少将
大山巌君」 。
生　住　昌　大
－ 18 －
有あり
のそのまま
　
十三号
福岡県下
暴ぼうどう
動
去
さ
る
程ほど
に、三月二十八日を
発はじめ
端
とせし福岡
県
けん
下
筑前の国早良郡ナ
ナクマ村に、
同どうこく
国
の
士しぞく
族
が四、 五百人、よりよりに
集あつ
まり、サア騒
動を初め、 ごたごたする処より、
西さいなん
南
征せいとう
討
のため、 下の関へ
繰くりいだ
出
し、
備そな
へを立られ、ある
兵へいたい
隊
を
至しきう
急
に
出でばり
張
となり、
追ついとう
討
の
指さしづ
揮
をもつ
て
撃うち
いだしたるに、
暴
ぞく
徒
はたまらじと思ひけん。
忽たちま
ち
逃
に
げ
散
ち
り、
アブラヤマ村、又コカサギ
辺へん
によりあつまるを以て、
再ふたた
び
追をいうち
討
せ
られ、
今こんど
度
も
散さんらん
乱
と
逃
に
げ
退のき
きしうち、六十四名といふもの
捕ほばく
縛
せ
られ、
残のこ
れる
賊ぞく
はもつぱら
探たんさく
索
中ちう
の
報しらせ
知
あり。
爰ここ
にまた、一トも
んさくは 豊後国中津の
賊ぞく
党ども
凡百人ばかり
蜂ほうき
起
なし、
大ををいた
分
県けん
へ
寄
よ
せ
来きた
るとをもへば、
跡あと
を
闇くら
らまし、
何いづく
国
へか
奔はし
つたと
街うはさ
説
あれども、
是これ
は
証たしか
を
得
え
ず。
跡あと
はをゐをゐ、
次
つぎ
号
に
報しら
す。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 19 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
十四号
戦地国界図西さいなん
南
の
景けいけう
況
は、
追をい
々
号ごう
を
嗣
つ
ぎたるに、其
地
ちづ
図
及をよ
び熊本
国こくかい
界
、
里みちのり
程
并に官軍諸将方の
陣
じん
営
、 焼土の
場ばしよ
所
、戦たたかひ
争
の
街ち□□
、賊ぞく
軍ぐん
の
屯あつまり
集
処どこ
など、
委くは
しく
報しら
せず。よつて
今
こ
爰
に
画
え
図を
引かい
て
予あらか
じめ
記しるし
載
なす。
高瀬
　
総督宮の手に。三浦、伏見の両少将。
植木には、山県参軍。大山、三好の両少将。吉次越には、野津少将。八代口には、黒田参軍。川路、 田の両少将。熊本には、谷少将。下の関より福岡に向ふて曽我少将。西京には、四条少将。東京には、西郷中将。井 、東伏見の両少将。此方々の備へで有ますから 大丈夫請合なり。
里程
熊本ヨリ
佐賀
　
二十三里六丁／宮崎
　
五十九里六丁／高瀬
　
六里二十六
丁／木ノ葉
　
五里／川尻
　
二里ヨ／山鹿
　
六里十五丁ヨ／阪
ノ下
　
八里ヨ／鹿児島
　
五十三里／菊地
　
八里／南ノ関
　
五里
二十九 植木
　
二里二十三丁／八代
　
十里二十六丁／田原
坂
 四里十丁／大津
　
四里二十四丁／高橋
　
一里二十六丁／小嶌
 
二里ヨ／人吉
　
二十六里二丁
東京ヨリ
　
鹿児島へ五百二十五里／長シウ下関
　
三百八十四里／
ヒゼン福岡
　
四百十里／ヒゼン五島
　
五百十里／各
海ウミジ
路
ナリ。
 
九州
沿ソウ
海ウミ
廻リ
　
八百六十里七丁四十間。肥後国中
　
百八十五島。
薩摩中
　
百六島。
跡はをいをい、次号に。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
生　住　昌　大
－ 20 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
十五号
前
さき
号
に
粗ほぼ
記きさい
載
せし
西さいなん
南
評ひよう
のうち、
女をんなぐみ
隊
堂どうどう
々
と
繰くりだ
出
してより、その
戦せんこう
功
いかがなるやと
説せつ
をまつに、たしかにそれと
知
し
れねども、西
郷の
室をく
とをぼしき
一ふじん
婦
、
嵐あらし
に
逆さから
ふ花にひとしく、
戦たたか
ひの
間
ま
に間
に
長なぎなた
刀
ひらめき、
電いな
光づま
流りうしや
車
と
振
ふ
り
挿かざ
し、
緋ひだすき
襷
、
風かぜ
にひるがへり、
ほとばしる
血
ち
と
疑うたが
ふばかり。戦
いくさ
地
深ふか
くも
勇ゆうき
気
を
貫つらぬ
き、頼
たの
みの
兵へい
もいとは□□
馬ばてい
蹄
にかけて、
烈はげしさ
気
一いちづ
図
に
馳
か
け
周めぐ
るは、
額がくじよ
女
が
門もん
に
進すす
むに
比
ひ
せり。いまだ
薫くんめい
名
詳つまびら
かならず。
生せうし
死
の
界かい
もさだかなら
ぬは、
天あつぱれ
晴
一
夫
ふ
の一
婦
ふ
と
呼よば
はるのみ。跡はをいをい、
次
つぎ
号
に
報しら
す。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
※額女＝板額御前。鎌倉時代初期の女性。巴御前と共に、女武者とし
て有名。
※比せり＝「非せり」を訂す。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 21 －
鹿児嶋県
 有あり
のそのまま
　
十六号
尋つづ
いて、西南
評ひやう
は、西郷隆盛、花岡山へ隊を
移うつ
し、
砲ほうだい
台
を
堅かた
く
せるよしなれども、
戦たたかひ
撃
昼夜
絶たへま
間
なく、植木の
賊
ぞく
兵
は、官軍野津
隊たい
五十名ばかりの、不
意
い
に
襲をそ
ひ来つて、
突つきいり
戦
はげしきにをどろ
き、
敗はい
して向山に
退
の
き、なれど
再ふた
たび取てかへし、植木駅に
塁かこみ
を
築
つ
きたり。官軍の方にも
同どうしよ
駅
に塁を
設もふ
けて
相あいたい
対
して、其間だ
僅わづ
か
に十五、 六間を
隔へだ
てたり。田原坂より植木に進んで 官軍は賊
塁
す
を
数
たんと
ヶ処
抜き、大砲、小銃、
弾
たま
薬
を分
捕どり
、賊兵を
擒とりこ
とし、
放ほうくは
火
戦せん
に
取しゆ
賊を
斃たを
し、勝利度を
重かさ
ぬ。山鹿口に
屯あつまり
集
なす賊は、植木駅の
火煙を
遥はるか
に
望のぞ
み
騒さは
ぎて、夜中雨に
紛まぎ
れて、菊地、
隈ついふ
府
鳥とり
の
巣
す
辺を
さして、
退のきにげ
逃
なすと。実に官軍方、
続つづい
て
勝
かち
戦
の
報しらせ
。天なるかな。
跡はをいをい、
次
つぎ
号
にしらす。
※御届、出版日なし。
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「西郷隆盛」 「前原一格」 「桐野利秋」 。
生　住　昌　大
－ 22 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
十七号
○
戦いくさば
地
エ
繰くりだ
出
シ （ノ）
官くはんぐん
軍
　
人ひとかづ
員
六万人。
○同
怪
けが
我
人にん
　
開はじめ
戦
ヨリ三月十六日迄
　
同二千百二十人。
○熊本
篭ろうじやう
城
二月十九日ヨリ今日ニ
至いた
リ、
人ひとかづ
員
　
谷少将
　
児玉少佐
 
冨岡県令
　
外
兵へいたい
卒
トモ三千五百人
　
内五十人
重ふかで
傷
。
○
内につぽん
国
各てつぽうば
炮兵廠
、一日
毎ごと
ニ
小てつぽう
銃
弾たまくすり
薬
七十万ヅツ
製つくる
造
ノよし。
○戦地エ
繰くりだ
出
シの
官たいしやう
将
方がた
　
有栖川宮
　
伏見宮
　
山県参軍
　
鳥尾中
将
　
黒田参軍
　
三浦
　
大山
　
三好
　
野津
　
川路
　
山田
　
曽我
　
高
嶌
　
各少将方。
　　　　
○
賊ぞく
方
○人
員かづ
一万五千人
　
内死人四千人。
○
開はじめ
戦
以このかた
来
潰つぶ
せし
玄
こめ
米
、四千五百石ト云。
○賊方にハ一円ヨリ十円迄ノ日本通用と
記しる
したる
紙
さ
幣
つ
を
製せい
し、
取あつかふ
扱
よし。
○
附つきづき
属
賊かしら
将
　
二十五人。
　　
跡はをいをい、次号に。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
※兵卒＝「兵率」を訂す。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 23 －
鹿児嶋県
　
有あり
のそのまま
　
十八号
西さいなん
南
評ひやう
の
続つづ
き。
頃このごろ
日
も
途とだへ
絶
なく、
官くはん
賊ぞく
両りやうぐん
軍
互たが
ひに
鎬しのぎ
を
削けづ
り入
乱みだ
れ、
彼
か
の桐野利秋は、
鞭むち
打
う
ち、
轡くつわ
を
鳴
な
らし、
真
ま
一いちもんじ
文字
に馬を
責
せ
め、
官軍を
採さしづ
配
なす野津少将と
蹄むま
を
併あは
せ、
唯ただ
一
撃うち
と
斬きりつけ
付
るを
程ほど
よく
避
さ
けて、野津君は
本ほんじん
陣
さして
返かへ
らるる
道みち
、
後ごづめ
詰
と見へし少佐村田経
芳君に
行ゆき
逢
あ
ひ、
今いま
利秋と
斯かく
々と
合あいびき
引
せしを
告つげ
られたるに、経芳君
ききもあへず、おのれ賊将
逃
の
がさじ、と
跡あと
を
慕した
ふて馬を
飛
と
ばしに、
高たか
き
丘とこ
に
突つつた
立
つに、桐野は四、 五丁
隔へだ
つて揚々と馬上に見ゆるを、
これ
究くつけう
竟
、と
英えい
国
製せい
の
射しやてき
的
銃ほう
を
狙ねら
ひ、
火
ひ
蓋ぶた
を
切
き
ればあやまたず、
砲ほうせい
声
も、利秋は
真まつさかさ
逆
まに馬より
落をち
しは
心ここち
地
よくこそ見へたりと、
朝野新聞に出る。
跡あと
はをいをい、
次
つぎ
号
に。
明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「桐野利秋」 、 「
　　　　
」
（注）
、 「少佐村田君」 。
（注）
 鹿児島市立美術館、西大寺文化資料館、早稲田大学西垣文庫所蔵の同号においても、同様に空欄となっている。本文中から察するに、 「野津少将」あるいは「少将野津君」などと記されていたか。
生　住　昌　大
－ 24 －
鹿児島県
　
有あり
のそのまま
　
十九号
続つづ
いて、西南
評ひやう
は、四月八日、熊本
籠ろうじやう
城
の
兵へい
を一大
隊たい
を奧少佐
君
引いんそつ
率
して、
城じやうもん
門
を出て安政橋まで
押おし
だし来るに、橋は賊が
毀こぼ
ち
たれば、
皆みなみな
々
徒かち
渡りして
進すす
むほどに、南岸の賊あるを見
懸
か
け、兵
を
残のこ
して
是これ
に当らせ、其
隙ひま
に乗じて兵を進むる
途とちう
中
、官軍の
探しのび
偵
兵に
行ゆき
合ひ、本
営まる
の
置ありどこ
処
を
聞きい
て、
速すみや
や
かに
宇うどう
土
本ほんじん
営
へとぞ
来らいくはい
会
せ
られ、城中の
堅かたき
固
を
語かた
り、
尋つづい
て十四日には、八代口の官軍、川尻
を
攻
せ
め取り、山川中佐君、一中隊を
具
ぐ
して熊本城に
至いた
りたり。明
る十五日は、
雲うんむ
霧
晴
は
れわたり、官軍
大たいきよ
挙
して熊本城へ
連つづ
絡
き
を
遂
と
げ
られしは、心地よくこそ見へにけり。植木、木留の賊は、所々に火を
懸
か
け、
煙けぶり
りに
紛まぎ
れ、立田山の方へ
散さんざん
々
後うしろ
を見せ、官軍
遥はるか
に
是を
望のぞ
むに、日向路さして
潰つぶれはしり
走
なす。
去
さ
る程に、
昨さくこん
今
西郷隆盛
の
所ありしよ
在
がとんとはからず、或ひは舩に
浮うか
むで
琉りうきう
球
へ
逃のが
れた、
支
し
那
な
へ
落をち
たなどと、
世うはさ
説
紛いちいち
々
たるに、いづれも
信しん
を置に
足
た
らず。只、
敗はいそう
走
の中にあるべし。天なるかな。
連れんせん
戦
数すじつ
日
も、一日
一いつしゆん
瞬
に
邪じやうん
雲
散
ち
るにいたるは、
嗚
あ
呼
歎たん
ずべし。跡の
確くはくほう
報
は、
次
つぎ
号
を
待まち
給へかし。
 明治十年三月五日御届／同四月出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「前原一格」 「西郷隆盛」 「桐野利秋」 「村田新八」 。※雲霧＝「雲務」を訂す。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 25 －
鹿児嶌県
　
有あり
のそのまま
　
二十号
西さいなん
南
評ひよう
は、チヨイと
話はなし
かわつて、
賊ぞく
は熊本を一、 二里
距
さ
る処に
有
あ
りて、
撓
た
はむ色なく、桂衛門といふ
者もの
、鹿児島へ
帰かへ
りて、
県けんちやう
庁
を
本
営えい
となして、三千人の
兵へい
を
募つの
りて、
人ひとよし
吉
通りをさして
繰くりこ
込
むで、
戦いくさば
場
怪
けが
我
人にん
は、鹿児嶋へをくり、
全なをり
快
次しだい
第
すぐに出
張ばり
をなすべし
と有つて、戦場よりの早うちは日に二度ほど、六人
懸かか
りにて、エ
ツシーエツシー、と
駕かご
を
県けんちやう
庁
へ
飛
と
ばしこむ。扨ここに一
際きは
目立ち
たるは、千
紫
し
万
紅こう
、
陣じん
羽
ば
をりやら、寅の
皮かは
のふんどし、ドツコイ、
尻しりざや
鞘
の
太
たち
刀
、
隊たいてう
長
には
縮ちりめん
緬
の
旗はた
さし物。かすかに聞こゆる
遠とをぜめ
攻
は、
熊本よ 賊へ加
勢せい
の神風
隊たい
の
貝かいがね
鉦
太たいこ
鼓
、多勢を
率
ひ
ひて
寄
よ
せたり、
寄せたり。ハテ
頑ぐはんこ
固
なるありさまなり。○官軍には木山の賊
塁るい
を
抜
ぬ
き、
宇うとう
土
口の兵と
連つづき
絡
有て、其後
双そう
方
戦たたか
ひを
鎮しづ
め、賊は此辺を
引はらひ、征討
部ぶしよ
署
を謀らん見こみ。官 より
斥ものみ
候
を出して、賊
の
事
こと
情
を
探たんてい
偵
なすといふ。つづいて、いかなる
報
ほう
知
なるや。それ
はをいをい、
次
つぎ
号
に出す。
明治十年三月五日御届／同五月出版
編輯出版
　
大阪第三大区六小区新町南通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
※早うち＝馬などを馳せて急用の使いをすること。また、その使者。※千紫万紅＝様々 色。色とりどり 花が咲き乱れ こと。※尻鞘＝雨露を防ぐために、太刀の鞘を覆う毛皮製の袋。※貝鉦＝法螺貝と鉦・鐘などの金属打楽器の類。
生　住　昌　大
－ 26 －
夏陣
　
有あり
のそのまま
　
二十一号
方このごろ
今
、
戦せんち
地
日向にをいては、
山さんてう
頂
峨がく
々として、
進しんば
馬
凸だくぼく
凹
を
踏
ふ
み、
一丁だに
平ひらち
地
を見ず。
実じつ
にその
難なんじよ
路
、
筆ふで
に
尽つく
すあたはず。ゆへ
に、
田でんでん
地
乏とぼ
しく、
海うみ
に
遠とを
く、米を
黍きび
にかへ、
年ねんちう
中
の
食しよく
となすとき
く。
既すで
に
賊ぞく
兵、
現
いま
今
同どうこく
国
界かい
都みやこ
の
城しろ
に
寄
よ
るを、
官かんぐん
軍
より
追をひうち
撃
なすに、
蒲がまう
生
、吉田を
攻せめたて
立
、
引つづき
続
き
都みやこ
の
城しろ
へ
向むか
ふ
術てだて
なりと。
一いつはう
方
、
延のべをか
岡
口を
追おい
滅うち
なすに、カチジ
峠とうげ
の
集ぞくら
賊
を
撃
う
つこと、
官かんへい
兵
二ふたて
手
に
分わか
ち、
赤松 マメガラ
峠とふげ
、サルゲヤ峠へ
斥ものみ
候
を
出いだ
せしに、はたして
敵てき
の
胴
まへ
壁
に
近つか
づき、
戦たたか
ひを
開ひら
くといへども、
日
ひ
すでに西に
落
を
ち、高
塒ねぐら
に
戻もど
る
頃ころ
にいたり、
兵へい
をまとめてサルゲヤの
正しやうめん
面
へ
退
の
き、其後
屡しばしば
の
狙
そ
撃げき
は、をいをい
次
つぎ
号
に
報ほう
ず。
貞信画
明治十年三月五日御届
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町裏通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
「桐野利秋」 。
西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
－ 27 －
夏陣
　
有あり
のそのまま
　
二十二号
現このごろ
今
、
戦せんち
地
を
見みうけ
請
けますれば、ヲツト
報しらせ
知
を
聞きい
た
新しんせつ
説
は、熊本の
別べつどうたい
働隊
三
旅りよだん
団
の一大
隊たい
、出水口より
指
しき
揮
を
烈はげ
しうして、鹿児島さ
して
進すすみいり
入
し。そこで川路少将君も
進すす
め進めと
続つづ
いて、
只ただいま
今
恙つつが
なく
連れんらく
絡
大
丈じやうぶ
夫
の
本ほんかい
懐
を
遂とげ
られし、 と鹿児島より
着ちやく
港の
者もの
が、 其は細々
上もふしあげ
申し
ました。去る
程ほど
に、
日ひうが
州
都みやこ
の
城しろ
へ
傾かた
ぶく
賊ぞく
を
追をいうち
滅
せんと、
蒲がまう
生
、
吉よしだ
田
より官軍
目めあて
的
を
定さだ
め、其
境さかひ
界
を次第に
進うちいり
撃
を
逞たくま
しうし、
賊ぞく
兵が所々へ
顕あら
はれうつる
患うれい
を以て、官兵
四ふるみち
線
を
堅かた
く
守まも
り、
後うしろ
に
賊ぞく
なく向ふばかりに、
破はちく
竹
の
勢いきほ
ひにはをたまりはありません。
だんだんよい
旗うはさ
色
の
確しらせ
知
がありますが、もちつとで
安あんをん
穏
の
枕まくら
を
並なら
べませう。
時とき
に西郷が
在ありしよ
所
は
何
どこ
国
で有う。あちらを
焼やい
たり、こち
らを
攻せめ
ても、
頓とん
と
知
し
れず。天へでも
舞まひ
あがつたであろうか、そふ
でもない。海軍省
附ふぞく
属
造舩所にて、
今こんど
度
風ふうせん
舩
を
製つくり
造
が
出
でき
来
、
不きんきん
日
戦せんち
地
へ御
廻まは
しにて、
賊ぞくてき
敵
の
軍
じん
営
を
蟻あり
の
這
は
ふまで
臨のぞ
むといふ
街
せつ
説
が
あり升。いかな西郷も、 うろついて
居
ゐ
られますまい。
跡あと
はおゐおゐ、
次
つぎ
号
といたします。
明治十年
　
月
　
日御届
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町裏通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
画面右に 「風舩よりの
目めがね
鏡
中うち
に西／南
賊かしら
首
を見とめる
景ありさま
況
」 とある。
生　住　昌　大
－ 28 －
夏陣
　
有あり
のそのまま
　
二十三号
日向
都みやこ
の
城じやう
去
さ
る
程ほど
に、
薩さつへい
兵
は
日ひうがじ
向路
都みやこ
の
城じやう
を
要ようがい
害
大だいばんじやく
盤石
と
占
し
め
込
こ
み、
戦せんき
気
折くじ
いて
枕まくら
に
就
つ
き、
巫ふざん
山
の
夢ゆめ
をむすばんとなすも、
邪じや
を
悟さと
り、
官くはんき
旗
の
赫かくめ
明
たる
陰かげ
に
隠かく
るより、
或あるひ
は
酒しゆせん
戦
に
盃はいばん
盤
を
撃
う
ち、
歌
かぶ
舞
音おんきよく
曲
に
耽ふけ
りて、
砲はうせい
声
を
避
さ
け、
残ざんぞく
賊
、山に
満
み
ち
野
の
に
溢あぶ
るるも、
其その
滅めつ
すること
払あけがた
焼
の
星ほし
に
等ひと
しく、
鉾ほこ
を
折
を
り、
汗かんば
馬
を
責せむ
る。
斥ものみ
候
は、
降こうさん
伏
あれと、
柵もん
を
叩たた
いて
停やま
ずとの
街がいせつ
説
は、
最もはや
早
鎮ちんじよう
定
の
近ちかき
況
にありて、
官かんしやう
将
方がた
の
精せい
功こう
実じつ
に
顕あらはれ
然
たり。
跡あと
はをいをい、
次
つぎ
号
に。
明治十年
　
月
　
日御届／同出版
編輯出版
　
阪府第三大区六小区新町裏通一丁目十一番地
　
金井徳兵衛
右から、 「西郷隆盛」 「池上四郎」 「桐野利秋」 「前原一格」 「永山九成」 「西郷妻」 「弟子丸応助」 。※巫山の夢＝男女が夢の中で結ばれること。【附記】　
本稿をなすにあたり、久留米大学准教授大庭卓也氏から多くのご助言を
いただきました。また、西大寺文化資料館における所蔵調査は、聖望学園高等学校非常勤講師高橋未来氏に協力を依頼して行い、同館スタッフの山本鐘生氏からは、資料の来歴を詳しくご説明いただきました。記して御礼申し上げます。なお 本稿は
JSP
S
科研費
15K
16694
の助成を受けたもの
です。
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